
令和4年度 新入社員研修

カリキュラム概要

⽬的

・業務推進能⼒ : 報連相・PDCAサイクルを習慣化し、⻑く
IT業界で活躍できるエンジニアマインドを⾝に着ける。

・IT知識: 開発業務に必要な情報処理知識（テクノロジー・
セキュリティ・システム開発・データベースなど)の
知識を習得する。

・開発スキル: システム開発に必要な設計・プログラミング・
テストの基本的な知識・技能を習得する。
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・ソフトウェア開発業務に携わる技術者の育成

・将来的に県内エンジニアの⼈的ネットワーク形成

育成する能⼒
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実施期間：令和4年4月5日(火)〜6月30日(木) 59日間 9:00-18:00
・ビジネススキル講座：4/5(火)-4/7(木) 3日間
・開発スキル講座：4/8(金)-6/30(木) 56日間

研修会場：

・ビジネススキル講座：琉球大学地域創生総合研究棟1階交流フロア
・開発スキル講座：シナジールーム（中城村南上原1007番地）

研修受講料

・全日程（4/5-6/30）：550,000円（税込）※

・開発のみ（4/8-6/30）：539,000円（税込）※

・ビジネスのみ（4/5-4/7）：26,400円（税込）

研修概要

※厚⽣労働省の「⼈材開発⽀援助成⾦」を活⽤することで、
受講料の負担を軽減できます。

※令和3年度に助成⾦を活⽤した企業の負担はゼロでした。
※令和4年度の助成⾦試算額は9ページ（シート#18）を参照。
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習得スキル

※令和3年度からの改善点

※
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研修⽇程
研修内容

ビジネススキル 3⽇

ITリテラシー 2⽇

アルゴリズム 4⽇

Javaプログラミング 6⽇

JDBCプログラミング 8⽇

Webプログラミング 10⽇

システム開発演習
設計フェーズ 7⽇

システム開発演習
実装フェーズ 8⽇

システム開発演習
テストフェーズ 8⽇

まとめ・発表 3⽇
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研修内容詳細（IT技術者の基本的知識領域）
ＩＴリテラシー

日数 2日

日程 4/8、4/11

領域 IT知識

備考
講義
問題演習

詳細

ハード・ソフト・シス
テム・DB・ネットワー
ク・セキュリティ・経
営戦略・情報システム
戦略・開発技術・プロ
ジェクトマネジメン
ト・サービスマネジメ
ント・内部統制等

ビジネススキル

日数 3日

日程 4/5〜4/7

領域 ビジネススキル

備考
講義
ワークショップ

詳細
社会人としての心構え、
意識啓発・コミュニ
ケーションスキル

アルゴリズム

日数 4日

日程 4/12〜4/15

領域 論理的思考

備考
講義
個人演習

詳細

アルゴリズム概要、変
数と定数、カウンタ、
集計、二重ループ、複
合条件、フラグ、配列、
一次元配列、構造体配
列、多次元配列、文字
操作、 線形探索、二分
探索、基本選択法、基
本交換法、基本挿入法、
クイックソート
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研修内容詳細（システム開発スキル領域）
JDBCプログラミング

日数 8日

日程 4/28〜5/11

領域
データベース
プログラミング

備考
講義
個人演習
グループ演習

詳細
データベース・SQL・DB
連携・UML・クラス図・
シーケンス図

Javaプログラミング

日数 6日

日程 4/18〜4/27

領域 プログラミング

備考
講義
個人演習

詳細

変数・入出力・配列・
選択・反復・メソッ
ド・オブジェクト指
向・クラス・インスタ
ンス・コンストラク
タ・継承等

Webプログラミング

日数 10日

日程 5/12〜5/25

領域 Webプログラミング

備考
講義
個人演習

詳細

HTML・JavaScript・
サーブレット・JSP・ロ
グイン機能・検索機
能・ 計算機能・データ
の追加/削除機能等
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研修内容詳細（システム開発スキル領域）
システム開発演習

日数 26日

日程 5/26〜6/30

領域 システム開発（設計、プログラミング、テスト）

備考
講義
個人演習
グループ演習

詳細

設計フェーズ 7日程度
ソフトウェア開発概論・プロジェクトマネジメント・プロジェクト計画
・詳細設計・ クラス詳細設計・クラス結合テストの準備

実装フェーズ 8日程度
システム構築

テストフェーズ 8日程度
クラス単体テスト・クラス結合テスト

報告会・振り返り 3日
まとめ・発表会・開発演習の振り返り（改善策と現実的な対処法）
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研修概要

1 講義はメイン講師によるZoom遠隔配信を基本とし、会場にサポート講師を配置して質問対応・講義進行の支援を
行います。

2 演習課題や小テストをもとに評価シートを作成します(月1回程度中間報告)。
3 参加企業の担当者は業務日報を共有しますので、日々の様子を確認ください。
研修事務局で業務報告スキルの習得を目的とした添削・アドバイスを実施します。
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参考資料評価シート（例） ※技術⼒評価は課題の採点をもとに
講師が判断して採点します。
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参考資料評価シート（例） ※ヒューマンスキル評価は課題の採点
をもとに講師が判断して採点します。
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参考資料⽇報（添削・アドバイス例）
※チーム開発を円滑に進める業務遂⾏⼒の習得」において、「報告」を特に重視した
指導を⾏っています。業務⽇報の添削を通して「報告」の質の向上を図っています。
また、報告書やビジネスメールに 正しく対応できる⽂章⼒を指導しています。
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参考資料評価シート（例） ※講師所感は、講義中の様⼦・質問・課題
の出来を講師が総合的に評価してコメ
ントします。
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参考資料⽇報（添削・アドバイス例）
※チーム開発を円滑に進める業務遂⾏⼒の習得」において、「報告」を特に重視した
指導を⾏っています。業務⽇報の添削を通して「報告」の質の向上を図っています。
また、報告書やビジネスメールに 正しく対応できる⽂章⼒を指導しています。
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研修担当企業の紹介：ビジネススキル講座担当
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研修担当企業の紹介：開発スキル講座担当
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n 厚生労働省の「人材開発支援助成金」を活用することで、受講料の負担を大
幅に軽減することができます。

n 助成金は、研修修了後に各受講企業がそれぞれ申請し、受け取るもののため、
一旦受講料全額を支払っていただきます。

n 当協会では、助成金手続きに関するサポートも行ないます。

助成⾦について
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助成⾦の試算

※令和3年12⽉21⽇現在の助成率。
⼤企業は助成率が低くなります。

※令和4年度も同率補助の⾒込みですが、
確定ではありません。

全⽇程：59⽇472h
受講料：550,000円

開発のみ：56⽇448h
受講料：539,000円

賃⾦助成
時給760円 358,720円 340,480円

経費助成
受講料の45% 247,500円 242,550円

合計 606,220円
（+56,220円）

583,030円
（+44,030円）

令和4年度新入社員研修
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新⼊社員研修についての問合先

E-mail：iia@iia-okinawa.or.jp

TEL：098-943-4641 / FAX：098-943-4642

担当：渡真利、親川
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